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はじめに―執筆方針及び関連資料について―　
何人といえども、自己の人格形成のルーツを知ること
は、己を知る契機となり、将来に指針を与えるものである。同じことが学校についても言えよう。特に私学においては、その創設者の建学の精神や思想・行動を明らかにすることが 学校の存在意義を確認することになる。　
国士舘の歴史を振り返り、主たる創設者柴田德次郎
理想・思想と行動とに焦点を当て、それらを浮き彫りしようとする場合、彼に多大な感化を与えた
頭とうやま
山
満みつる
に言
及しないわけには かない。頭山は戦前に極めて人気があり、影響力の大きかった人物であり、国士舘の形成にも多大な影響を与えた。この稿で その頭山満と国士舘の関係を明らかにするための基礎研究として、頭山満
の人物像を明らかにしたい。　
そこでまず、いかにしてこのテーマに取り組むかを示
そう。　
頭山満の人物像を調べる は、頭山の生育歷、生まれ
故郷への言及と、彼に影響 与えた人物や集団及び社会状況、そして彼の思想と業績の歴史研究を含めた総合的な研究を必要とする。筆者は、教育史を含む教育学と共に心理学（発達心理学 び了解心理学）を専門と てきたことを生かして、頭山の性格の分析を行うことを加えたい。この場合、資料については 歴史学的観点はもより、心理学的観点からの分析が行われる。　
また、さまざまな参考資料を読み進めると共に、頭山
の生育地の筑前、すなわち現在 福岡県を訪ね、どのような場所で頭山と柴田は育った のフィールドワークを
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実施した。これによって、頭山及び柴田德次郎がいかなる環境で育ったのか、その思想形成に及ぼした土地の影響力はいかであったのかを把握するよすがになるからである。また、生 地考察と時代考察と人物考察とを一体として、後日、頭山と柴田德次郎の関係を、統一的・総合的に把握することが きる。　
筆者による現地調査は、
平成二三
（
二〇一一
）年八月
上旬に行われ、福岡市内博多区の崇福寺を訪れ、玄洋社碑、 頭山満及び
来くるしまつねき
島恒喜
（一八五九
¦八九） （玄洋社社員）
の墓に参り、博多区舞鶴の玄洋社跡の碑を確認し 博多区西陣の頭山満生家跡近くの頭山手植えの楠木の大木小公園内に確認し 鳥飼八幡宮で 社員 政治家であった中野正剛碑を確認する ともに、筑前勤王党の源流である平野國臣関連の資料を取得 また、中野 通った修猷館高校を訪ねた。さらに、女流歌人 勤王家野村望もとに
東尼
の「平尾山荘」跡の公園を訪ねた。翌日、新幹線
博多南駅で下車し、タクシーで柴田德次郎生家を訪ね柴田德次郎氏及び七月に亡くなられた子孫の柴田新八郎氏の位牌に参り、新八郎氏の奥様から、德次郎氏の思い出の一端を聞いたのち、德次郎氏の孫柴田德衛氏 妻柴田秀子さんの案内 （大部分は車による） で柴田家の墓参、柴田家に隣接する産土神社参拝、柴田德次郎氏 通った
尋常小学校跡（現公民館）を訪れ、德次郎氏の銅像（柴田德次郎寄贈）などを見る。さらに、一〇キロの道のりを辿り、柴田氏が少年時代に毎日三時間かけて通った高等小学校跡付近（福岡市相良区東入部）を訪れ、また、佐賀県と福岡県の県境にある背振山を見つつ太宰府の国士舘の所有地を巡り、最後 、 「玄洋社」の名前の由来となった玄界灘を望む 「志賀島」 （英子さんの実家のある）に立ち寄り、かつそこの「金印公園 を訪れた。数日後に、柴田德次郎氏の孫にあたる国士舘大学政経学部柴田德文教授の研究室を訪れ、貴重な資料をいただいた。ここに柴田英子さん、柴田德文教授に深く感謝したい。また、柴田氏らの開いた大民社が発行し 月刊誌『大民』などの資料調査で協力いただいた国士舘史資料室の浪江健雄他の諸氏、そして、もろもろ 資料調査を支援いただいた町田キャンパス鶴川図書館の安倍千奈津らの諸氏に深く感謝申し上げる。　
記述に入る前に、関係資料について言及したい。
　　
頭山満及び玄洋社関連
　
頭山自身の した自伝も、著書もない。しかし、頭山
にじかに接した人々による「清話」とか「言志録」が頭
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山の人となりや言動を伝えている。 『頭山満言志録』 （書肆心水、二〇〇六年）は、 「西郷隆盛論」と「立雲（頭山の雅号）談叢」及び付録からなり、西郷隆盛論では、「大西郷遺訓」への頭山の解説とも言うべき「頭山満講評」がある。これは、彼の精神のありようを一番よく伝えているものと高く評価されている。立雲談叢は、柴田德次郎『頭山翁清話』 （大民出版社、一九二六年）からの抜粋である。付録には、雑誌『日本少 』に掲載（昭和一一年一月から四月号に四回連続）された「頭山満先生」において、頭山の無二の親友杉山茂丸 息子で、頭山から可愛がられた推理小説家 夢野久作（杉山泰道が、特に頭山の幼少期につ て記している。　
九州大学名誉教授で歴史思想史の専門家西尾陽太郎解
説の 『頭山満翁正伝
　
未定稿』 （葦書房社、 一九八一年） は、
昭和二年秋の頭山満米寿祝賀に際し、玄洋社内 、翁正伝を編纂すべしとの議が起こり、昭和一八年一月東京に「頭山満翁正伝編纂委員会 （顧問三宅雄二郎、徳富猪一郎）を設け、当時朝日新聞主幹 緒方竹虎ら 尽力で編纂されたもので、葦津
珍うずひこ
彦
による頭山の談話の速記
録等を加え、 頭山 生前に 集を進めていたのであるが、頭山の逝去（昭和一九年一〇月五日）後、 戦況 悪化し、戦後の混乱の中、原稿は朝日新聞社にもなく、また、岩
波書店に預けていた原稿が戦禍に会い焼失してしまったところ、かろうじてその写し（控え）が戦後、宮川五郎三郎編纂委員長の未亡人宅（令息泰助氏の手元）に保管されていることが判り、二〇〇〇部限定で出版された四四四頁からなる書であって、 豊富な歴史的写真と共に、頭山満の生涯の軌跡 思想と活動とが整理された形で編集されている。　
大正一一年発行で、頭山関連書の底本の一つとなった
藤本尚則『巨人頭山満』 （雪華社 一九六七年、 『巨人頭山満翁』政教社、一九二二年の復刻版）は 土佐出身の東京朝日新聞記者であった藤本が、頭山や周辺の人物たちにじかに接した立場から、頭山にまつわるエピソードを綴っている。頭山の素顔を生き生きと捉えており、頭山の人となりを知ろうとする者にとって必読の書である。特に、クライマックスとしての条約改正問題は克明に綴られている。また、頭山の詳しい年譜が付されている。同じ著者 『 精神 （大日本頭山精神会、一九三九年）は、頭山を知る各種著名人が寄せ山評の集成である。藤本による『 写真伝』 （頭山満顕彰奉賛会、一九三五年、現代思潮新社、復刻版、一九九三年）は、 箱入り、 Ｂ４版 上質紙、 七一頁の堂々たる書で、記念すべき写真が多く収められている。本論
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文の頭山満の写真はほとんどこの写真伝のものを使用する。　
福岡県出身で少年時代から頭山に接し頭山にかわいが
られた葦津珍彦の 『大アジア主義と頭山満』 （日本教文社、一九六五年、葦津事務所、二〇〇五年）は、大アジア主義の観点から頭山の政治的な言動を記したもので、中国人孫文やインド人ボースと 関連に詳しい。アジア主義者として 頭山満については、同時代の犬養毅、杉山茂丸、内田良平らの談話集である『アジア主義者たちの声　
上』 （書肆心水、二〇〇八年）及び坪内降彦『維新と
興亜に駆けた日本人』 （展転社、二〇一一年）がある。　
最近の書としては、読売新聞西部本社がかかわった
『頭山満と玄洋社』 （海鳥社、二〇〇二年）や『人ありて　
頭山満と玄洋社』 （海鳥社、二〇〇三年）があり、そ
れぞれ戦後の観点から書かれている。間接的 は 『連約ニテ成セル
　
梅屋庄吉と孫文』 （海鳥社、二〇〇二年）
がある。福岡市出身で頭山の恩師
高たかばおさむ
場乱
の子孫で明治維
新研究者石瀧豊美の 『玄洋社
　
封印された実像』 （海鳥社、
二〇一〇年）が新刊本として出版された。平成二三年の孫文による辛亥革命一〇〇周年記念行事に合わせて、九州方面を中心に、 孫文を援助した などの関連書や、西日本新聞など、新聞社企画の玄洋社関連の連載記事や
シンポジウムなどが盛んにおこなわれ、頭山満と玄洋社等の見直し作業がなされている。　
玄洋社については、玄洋社自身による、五編からな
り、七三一頁に及ぶ『玄洋社社史』 （玄洋社社史編纂会、一九一七年）があり、玄洋社に直接かかわった人々による記録が収められている。また、頭山の孫にあたる慶応大学教授を勤めた頭山
統もとかず
一
の『筑前玄洋社』 （葦書房、
一九七七年）は、筑前勤王史から書き起こし、玄洋社の歴史を綴っている。　
評論家で思想史家である松本健一による『文学界』
（一九九五年九月、一〇月、一一月）に三回にわたって連載された「雲に立つ―頭山満の「場所」―」は、戦後における頭山満再考の代表作である。こ は一つに集められて、同名の書として、一九九六年に文藝春秋社発行されてい 。国士舘大学では、泉賢司 玄洋社と頭山満」 （ 『國士舘大學武徳紀要』第二一号 二〇〇五年）がある。頭山満の生涯　
頭山の生涯は、筑前福岡での幼少年の人格形成期、明
治維新後の志士として福岡で勤王運動に参加した青年
頭山満（一）
223
期、玄洋社壮士としての民権運動に参加した壮年期、朝鮮の独立運動壮士金玉均を支えた時期、条約改正問題にかかわった時期、国会開設時 選挙干渉の国権論に比重を移した時 中国人孫文やインド人ボースなどの独立支援 通 て、アジア主義者として活動した壮老年期、そして大正期以後の国の重鎮として存在観を維持した老年期に分けることができる。１
　
人格形成期
　
頭山満の幼名は「筒井
乙おとじろう
次郎
」と言い、頭山は
安政
二
（
一八五五
）年四月一二日に、 福岡城下町（現福岡市）
西新町に筒井亀策の第四子として生まれる。ここは玄界灘（博多湾）に面する静かな屋敷町の一角 、美しい海岸、鬱蒼とした松林、そして、
元げん
の大軍を迎え撃った古
戦場が近くにある。また、勤王家と 有名な平野國臣の生家や鳥飼八幡宮がある。江戸期の儒者貝原益軒ゆかりの金龍寺や 江戸末期の儒者 井南冥の墓所も近くにある。時代は、米使ペリー 浦河に来航して二年、日米和親条約締結後一年 そして、安政の大獄の四年前という幕藩体制崩壊に向かう激動の時代であった。　
父は黒田藩（福岡藩）士で、大名黒田家の警護役であ
る
馬うままわ
廻
り役を勤めた。筒井家は禄高百石の貧しい家柄で
あった。母はおいそ（イソ子） 、姉はおさき（さき子） 、長男
亀かめき
来
、 次男正次郎で、 末っ子の乙次郎は「乙しゃん」
と言われてかわいがられて育っ
た（１）
。腕力に優れ、腕白ガ
キ大将で、兄や姉まで泣かせ、母泣かせであった。母の哀訴に、父は放置しておけと伝えたという。喧嘩をしかけるようなことを一度もしなかったが、自分より年長で強い者が仕掛けてきたときは、逆襲してかえって相手をへこましてしまう始末であった。弱い者いじめが大嫌いのみか、殺生を嫌い、せっかく獲れた鰻を帰る途中にまわずずんずん川に逃がし やったりした。反面、ヌーボーとし、無鉄砲、身なりや金銭や家柄に無頓着な面あり、 「頭の天辺から爪先 で呑牛の気虹の如
く（２）
」 、馬鹿
か豪傑かわからないような、 底知れぬ気宇を持っ た。いつの日か乙次郎は 幼児より剛勇・強弓で知られ、豊後国に流され、 「鎮西八郎」と号した源為朝にあこがれ、名を「八郎」と改めた。　
父亀策は、 「人品卑しからぬ堂々たる武士で、温良篤
信の
人（３）
」で書画骨董・刀剣鑑定にすぐれ教養があり、槍
の使い手であった。 また、 細事にこだわらな 人物であった。母おいそは、すこぶる厳格である 共に「一意専心夫に仕へ子供を愛した（中略）貞女慈
母（４）
」であった。
　
頭山は幼少のころから記憶力抜群で、七歳の時に父に
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連れられて聞いた黒山篤丈の桜田義士の講談に感動し、桜田義士にあこがれるとともに、内容をすっかり覚えて家の者を驚かすほどであった。習った書物もたちどころに覚えてしまう。水泳 得意で、 ある日、 友達と連れ立って近くの金龍寺川に出かけて泳いでいて、泳ぎの下手な年上の友人を川に引っ張り込んだところ、溺れてしがみつかれ、自分も危なくなった。いったんは振りほどいて岸に着いたが、もがい いる友を放置できず、 「どうせ死ぬなら、一所に溺れて死な
う（５）
」と、決死の覚悟を決め
て元の所へ戻り、その友人を背負って岸までなんとかたどり着くことができ 。一一歳 時のことで る。この時頭山は、生死の境の場面でも決死 覚悟で臨めば、沈着に適切な行為が取れることを体得した。このころ、南北朝時代の忠義の武将楠木正成・正行を慕って自宅の庭に樟の木を植え、大事に育てたという。　
一四歳の時、論語を読んでいたところ、 （里仁第四の
言葉） 「士、道 志して悪衣悪食を恥づる者は未だ
与とも
に
議ぎ
するに足らず」 （指導者たら とする人物が 衣食の
欲望や体面にこだわるようでは、話にも何もなっ もではない）の言葉 出会い、こんなことではいかんと翻然、今までの自己を反省し 「旧悪を一刀 切り捨て」つまらんことで争うことはすま と「即問即答、スッパ
と裸体になって大悟し
た（６）
」 。それまでは「人の物は我が
物、我が物は我が物といつたぢやつた」が、 「それから我儘をガラリ止めた。 自分の物も人にくれようときめた。悪衣悪食宗に宗旨がへし
た（７）
。これ以後はまったく変わっ
て、親孝行をするよう た。 「これまで、母親に心配かけ過ぎて、 相済まぬと考へ 処に、 病気になら た。今迄の埋め合せにも 母の病気を是非治したいと心か考へた。そこで、俺の家から、一里許りの処にある愛宕様に、朝早く詣り出した。母親 平癒を身を以て祈願し
た（８）
」 。そして兄弟を敬い、 母の涙は喜びの涙に変わっ
たという。このころ、太宰府天満宮に参拝し、そこに祭られている菅原道真の神号「天満自在天神」の「満」の字に感得して、 自らを「筒井満」と称するようになっこのころ隣家の西光寺のきかん気の小僧少年と気が合って、相撲 熱中 たという。相撲を終生好んだ　
初等教育というべき「手習い」は、兄たちが習った古
川友五郎の下で八歳の時から学んだ。一一歳 時にこ先生が養子に行ってやめたので 蘭学も修めた滝田紫城の手習い所及び塾へ行き、手習い所では、途中入学 頭山をいじめようとする生徒を降参させ、年上 者を含め全生徒五〇人を手下にし 塾では、年上の生徒たちのいじめに少しもひるまず、存在感を示した。四書五経から
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漢書、左伝、易経まで漢学を修めたが、洋学を嫌ってそれを習わなかった。頭山は腕力ばかりでなく、知力にもすぐれ、常に塾でリーダー格に収まった。このころ囲碁を覚え、囲碁友達ができた。師匠の滝田紫城も囲碁仲間の一人であった。この滝田が、熊本の県令（知事） 知りあい 通して、熊本県の役人に取り立てられた。彼は親切心を起こして頭山（筒井）のことを褒めてそのに紹介し、頭山を役人にすべく謀った 「先生と碁のお相手はするが、 役人のお相手は御免蒙る」 と言て断り、 滝田を驚かしたとい
う（９）
。 頭山は官位や肩書を嫌っ
て、一生涯官職につかなかったが そ 意志はすでに若い時からのことであった。　
頭山一三歳ころに王政復古・明治維新があり、版籍奉
還（明治二年） 、廃藩置県（明治四年） 、地租改正（明治六年）及び四民平等 確立などの大改革が進展し 武士階級に動揺が広がっていた。武士は突然その身分を失うと同時に、禄を奪われ、商売をするが武士の商いは通用せず、百姓 なるか、手内職をするか 、商売に失敗て路頭に迷う者が続出した時代である 警察官など 官吏になれば 食べていけるので、多く 者が役人 なりたがったのであるが、頭山は官吏にはまっ く関心がかった。
　
滝田塾の後、古学派で江戸中期の儒者荻生徂徠の流れ
を汲む、儒者亀井南冥（福岡黒田藩に仕え、豪放、徂徠の「経世救民」の志を継ぐ）のひ孫亀井陽州の家塾に入り、勤王思想の感化を受ける。江戸中期の尊王論者高山彦九郎や、幕末の福岡藩士で尊王攘夷論者の平野
國くにおみ
臣
（一八二八
¦六四）及び、窮民救済を実行しようとして
弾圧された儒者の大塩平八郎（一七九三
¦一八三七）に
ついて学んだのもこのころである。 塾の師匠である亀井紀十郎とも囲碁仲間であった。　
体格も大きくなった頭山一七歳にとき眼を病み、博多
の人参畑という、薬用朝鮮人参 栽培地であったところで（現ＪＲ博多駅近く） 、眼科院を開いていた女医
高たかば
場
乱おさむ
（一八三一
¦九一）のところを訪ねた。彼女は江戸初
期からの眼科医の娘 して生まれ、幼時から男装させられて男子として育てられ、一〇歳のころに帯刀を許された女丈夫で、亀井
暘ようしゅう
洲
の亀井塾で筑前の勤王家たちと交
流し、 「興志塾」を開い
た
）（（
（
。亀井門下の四天王とも三女
傑とも称さ 、また、書画、俳句、和歌に優れており、筑前の歌人で勤王家の野村望東尼の山荘で教えを受けた。頭山は興志塾に魅かれそ 門をくぐり 女丈夫高場の講義を聞くようになる。高場は陽明学に通じ 行動の重要性を強調する人物 あった。一〇名ほど 塾生たち
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は、明治維新後にぐれて福岡旧藩でもてあまされた無鉄砲で乱暴な連中であったが、高場の下では、命令に背くものは一人もおらず、 皆、 おとなしく、 順に掃除や炊飯、買い物などに立ち働い
た
）（（
（
。この塾で頭山は高場からかわ
いがられた。頭山の五、 六歳年上の箱田六輔という豪傑がいて、頭山を威圧しようとしたが 反対にやりこめられ頭山の意気にのまれてしまったという。 高場の塾には、頭山や箱田の他に 、平岡浩太郎 来島恒喜など 後の玄洋社の幹部となる者たちが学んで り、高場の「興志塾」はのちの「玄洋社」の生みの親に
る
）（（
（
。その他に明
治一〇年の福岡の変の指導 武部小四郎が門下生た。興志塾の「
乱おさむ
は
慷こうがい
慨
の女丈夫なり。気を
尚とうと
ぶの女丈
夫なり。落々たる気宇、世を
蓋おお
い、屹々たる志眼中又人
なし。常に大刀を腰に横え、髪を茶筌（筆者註：髪を後頭部でまとめて切り下げ し、その先を散 し 髪型）に結びて、 袴を着し、 馬に騎す。 酷寒と雖も重褞を用いず、単褥を重ね、随って垢つけば随て之を脱す。常に竹皮以て製せる甚八笠を被 、傘を用いず 居常恰も男子の如し。その養子 応は乱を呼ぶに母と称せずして、 「父」と云う。乱却って之を喜
ぶ
）（（
（
」という異彩ぶりであった。
頭山らは若い時にこのような烈々 る勤王精神によって鍛えられた である。
　
明治六
（
一八七三
）年の春、母方の祖母さは子に見込
まれて、頭山は一九歳で養子として頭山家に迎えられ、「筒井満」から「頭山満」へと変わった。頭山家は代々黒田家に仕えた禄高一八石の下級武士（頭山によると中位の士分）であって、義父も祖父も病没し、家には祖母と未亡人の歌子と四歳の娘峰尾（後の頭山夫人）と、女性のみであって心細く、頼もしい男性を必要と ていたのである。 家は福岡の中心街から離れた東小姓町にあり、そこは福岡市郊外 南楽院の御所 谷と うところで、人里離れた山麓にあり、隣に農家が一軒のみある どかなところで、環境が一変し
た
）（（
（
。山に登ると玄界灘が一望
され、頭山家の縁側からも玄界灘が見えたという。
鷹おうよう
揚
な性格の頭山にとって、 ここは気性に合うところがあり、麦の刈り入れ時に れを眺めつつ座敷にのう う 寝転がっているかと思うと、米つきに徹するという具合で辛抱強いところがあった。こうし 彼は、頭山家で畑仕事をしたり、薪とりをして家の貧乏 救おうとした。身なりには一切構わな 、垢のついた着物を着る と なかった。ぶらっと太宰府に出かけたり、太宰府に近い修験道の山、宝満山（八六九メートル） 登ったりしたしごく暢気であるかと思うと、客にも を惜しまず物を与えてしまうなどで、ケチな行為が嫌いであった。
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このころ頭山は、谷を歩き回って何日も家に帰らず仙
人修行をしたことがあ
る
）（（
（
。ある時は薪を取りに山奥に
入ったまま飲まず食わずに二、 三日も帰らず、またある時は、 里離れた観音堂に籠って一週間 出てこなかったこともあった。またある時は、福岡近くの雷山の千如寺で数週間も飲まず喰らわ 眠ら の坐禅修業をしたともあっ
た
）（（
（
。 「人間は本ばかり読むばかりでは駄目じゃ。
どんな非道い目に会 ても
屁へこた
古垂
れんように身体を鍛え
ると同時に、家の手伝いや何かよくして実際のことを出来るだけ知っていなければ何もならぬ。それ 一緒に人間世間を離れた処に行って、 静か 天然の景色に向って、心を修養をする事も良え事じゃ。人間のウジャウジャ居る都から離れた山奥なぞ 来て、青い空 、青い山や、静かな水の音なぞに包まれて、悠々と静かな心で居ると、書物や口先ではわからない、何とも云え い
尊たっと
い、
不思議な心持になるものじ
ゃ
）（（
（
」と、後年、頭山は述べて
いる。また、 「俺は若い時に、普通の人間 は詰らぬから一つ仙人に って
遣や
ろうと思ふて、山奥へ入ってみた
ものじゃが、とうとう仙人になり切れずモトの人間世界へ帰って来た。俺は仙人の落第生じゃ」とも告白している
）（（
（
。また、頭山は、 「俺は子供の時分から、物が可笑し
くもなけりや、別段恐くもないと云ふ風だった。修行と
云って、 殊更にしたことはない。若い頃、 自分の身体は、どの位物に耐へられるか、試して見ようと思つて、宝満山に登つて、幾日も飲ず食はずに、山の中を歩き廻つたり、岩の上に坐つたりした。その時、何と云ふことは知らず、自分の心身が天地と一体になつた感じがして、実に気持がよくなつた。今もその時の気持ぢ
や
）（（
（
」と語って
いる。仙人にはなれなか たが、後の頭山 無欲で脱俗的、物や地位や金銭 こだわらない生き方は、仙人修行と無関係ではないであろう。仙人修行でわかるように、頭山は人一倍食べるが 絶食を何とも思わないところがあった。大食漢 あったが、必要ならまったく食べな
明治 12 年頃の頭山満
（『頭山満翁正伝　未定稿』より）
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い日が続いても意に反さなかった。酒は嫌いで、生涯酒を飲むことはなかった。 豪傑にしては珍しいことである。　
頭山が養子になった当初四歳であった峰尾夫人が成人
して、頭山は
明治一八
（
一八八五
）年に三一歳で峰尾夫
人と結婚した。夫人の母和歌子は、確乎とした気性の賢夫人で、頭山の下に集う青年たちを親切に面倒見 が、竹を割ったような性格の峰尾夫人も同様の人であっ
た
）（（
（
。
　『頭山満翁正伝』の「論
賛
）（（
（
」で、頭山と親交のあった
哲学者で評論家の三宅雪嶺は、 「立雲（頭山の雅号）は、禅を学ばなくても禅の極意を得て居る 言われ、 （中略）徹底的に不立文字であって、 禅というさえ眼中に置かず」と評したうえで、 「功名富貴を度外に置き、
荀しか
も誠を以
て為すべき事あら 断じ 為し、さも ければ天下の事を空吹く風と眺める。来る者は拒まず 去る者 追わず、姓名 人に利用される位は 心配もせず 咎めもせぬ。物が判かっ 判からぬと思われ、事 知 知らぬ 思われ、能弁で不弁 思わ 、器用で不器用と思われ、虫も殺さなくて乱暴と思われ、少しも酒を飲まずに大酒のみと思 るなど、可なりに性格の複雑なのを示す」など、頭山のつかみどころのない複雑な性格を描写しているが、その片鱗は、すでに頭山の幼少期から青年期に表れていたと言えよう。
２
　
福岡における勤王運動への参加
　
頭山が二〇歳を過ぎた明治八～一〇年頃、急速な改革
の進行する中で、 改革に不満を持つ旧武士階級を中心に、薩長政権への批判と反抗が盛んになってきた。明治八年、 薩南西郷 「私学校」 、 高知板垣の「立志社」に倣い、高場乱の 「興志塾」 の武部小四郎、 箱田六輔、 進藤喜平太、宮川太一らは、 高場を精神的指導者に仰ぎ、 政治結社「矯志社」を結成（社 ：武部小四郎） 、頭山もこれに参加した。また 「強忍 」 （社長 ： 越智彦四郎） 及び 「堅志社」 （社長 ： 箱田六輔）がほぼ同時に結成され、 三社が一体となって民権伸長を論じた。 政府内における明治六年の変で 「征韓論」が敗れ、西郷隆盛、板垣退助、後藤象二郎 副島種臣、前原一誠、江藤新平らの参議が辞任して下野しその中の江藤新平らの新政府に不満を持つ者たちが明治七年に佐賀の乱を起こ が失敗した。福岡では「秋月の乱」に呼応することができなかっ こうしたことが刺激となり、越智、武部 、板垣らによる明治八年 大阪会議に参加して、板垣ら 論じ 民権の拡張 国是確立につながることを理解し 年に た板垣らの立志社に倣い、福岡でも結社がなされたのであ
る
）（（
（
。ところが
その次の明治九年一〇月 、かつての吉田松陰の愛弟子
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前原一誠ら萩の志士らは、 熊本の「神風連の乱」に続き、反政府の「萩の乱」を起こしたが失敗し、前原は萩で斬首された。頭山を含む矯志社の青年 何度も萩を訪れ、前原らと気脈を通じたことが
間スパイ
諜
によって福岡県当局に
察知されて、箱田、進藤、頭山らは次々と逮捕され 福岡の獄舎に入れられた。頭山はここで実母イソ子の逝去を知り、五〇日間精進し また 多くの書を読んだという
）（（
（
。高場も捕えられたが、尋問を跳ね返し、拘置わずか
に一日で釈放され
た
）（（
（
。武部と越智は薩南にのがれた。西
郷及び急進派の桐野や篠 を訪ねて同志の災厄 県令横暴を伝え、 将来、 福岡と薩南での同時挙兵を約束した。こうした状況において明治一 年一月に矯志社ら三社は解散し三社 まとめた「十一学舎」を設立し
た
）（（
（
。
　
明治一〇
（
一八七七
）年二月に最大級の反政府闘争の
「西南戦争」が起こると、福岡の獄舎での救出作戦が起こることを恐れる当局によって、頭山らは萩の獄舎に送られ、ここで過酷な取り調べを受けた。西南戦争の約一か月後の三月に、 （補えられていなかった） 武部小四郎 （当時三一歳）と越智彦四郎（二七歳） リーダーとする旧福岡士族が西郷軍に呼応して挙兵するも、福岡城奪取に失敗し、戦死する者五四名 潰走し、のち捕えられて、刑死・獄死する者武部・ を含み四八名であっ
た
）（（
（
。多
くの二〇代の若者が命を落とした「福岡の変」は、旧福岡藩士たちに大きな挫折感を与えた。　
頭山ら「萩の乱」で捕えられた者たちは、幸いこの災
難に遭わず、西南戦争が終結した明治一〇年九月に釈放された。頭山二二歳の時である。　
実は福岡藩では、幕末に多くの有能な勤王の志士が黒
田藩の当局から弾圧され 悲史が った。幕末に福岡藩は、討幕運動の中心地の一つであったが、幕府の政策を支持する佐幕派のクーデターがあり、藩主黒田
長ながひろ
溥
もこ
れを支持したことによって、討幕派 藩士を大量処分するという「
乙いつちゆう
丑
の獄」が起こる。女性勤王の志野村望東
尼は玄界灘に浮かぶ孤島姫島に島流しになってしまう。福岡藩はこ によって、坂本竜馬に先駆け薩長連合を説いた月形洗蔵らの多くの人材を失い、のちの明治維新政権から見放されてしまう（維新後黒田長溥はこのことを悔い、奨学金を設けて人材を育成し、後世に福岡から優秀な人物が育った） 。 の事件を、頭山ら後 玄洋社メンバーは一〇代で目撃し、箱田六輔は姫島まで望東尼の護送に当たったとい
う
）（（
（
。望東尼は、福岡勤王の志士の
草分け的存在であった平野國臣と和歌を介して親交 深め、討幕へ向け奔走する志士らを庇護するよ になり彼女の平尾山荘に、長州藩の高杉晋作や薩摩藩の西郷隆
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盛らが集い、そこは秘密の集会所となった。そして流罪になった翌年に、彼女は高杉晋作の計略によって、奇兵隊士らの手で救出された。こうした勤王の流れは、福岡において二度三度の挫折を繰り返しつつ、形を変え、大きな流れとなって政局を作用するように成長してゆく。頭山はやがてその中心になる。３
　
自由民権運動への参加と西郷隆盛への敬慕
　
西南戦争の終結と共に出獄した福岡の同志たちは、挫
折感を深めていたが、旧士族たちが生活窮乏していた状態で、彼らは開墾事業に着目する。彼らは渡辺県令を説得し許可を得て、明治一〇年一一月に博多湾 突き出た「海ノ中道」に「開墾社（向浜社） 」を設け、一〇万余坪を開墾し、松林の松材を建築用や薪用に売って生計を立てるようになる。午前中は開拓事業にたずさわり、午後は学問に費やした。しかし武士の商法はうまくいかず一年半ほどで閉鎖の憂き目 みる。　
明治一一
（
一八七八
）年の晩春に頭山は、野村望東尼
の山荘近くの絶景の地にある小屋に籠っ 読者三昧に浸っていると、後輩 来島恒喜により大久保利通暗殺の報が入る。好機だと判断した頭山は、土佐の板垣退助に藩閥政府打倒行動を促すべく土佐行きを決行する。すで
に武部や越智が明治八年に板垣らの大阪大会（政府が板垣らと妥協をはかるため設けた会議）に出席し、民権論に同調したように、矯志社内部は民権論に傾斜しており、民権論のなんたる を直接知り かった かも れない。　
頭山はお供一人と共に、時に道なき道を歩くなど苦労
して、高知に到着する。彼は板垣の決起を期待していが、 当時四一歳の板垣か 、 中央の政治情勢を聞かされ、憲法をあらため、責任内閣を作ることが天皇の安泰につながり、何よりも優先すること、武力ではなく言論で闘う時代に入ったことなどを諄々と語 れて、頭山は民権論高揚の重大性に目覚めた。彼は高知に集っていた福井の杉田定一や福島の河野広中ら自由民権論者 親交 結び、かつ大衆 前で演説するまでになり、彼は高知に数か月間滞在した。自由民権運動の代表的論客の植木
枝えもり
盛
と出会った もこの である。　
翌年三月、立志社が連主となって、かつて副島種臣邸
で民選議院設立の建議をかわして組織した愛国社再興ための大阪大会に、頭山は土佐から出席し 福岡か の平岡浩太郎や進藤喜平太らと合流した。そして 福岡に帰るや同志と共に明治一二年四月に「教育をもって民権を培養する「向陽社」及び「向陽義塾」を福岡本町に
頭山満（一）
231
創設した（社長箱田六輔、監事頭山満、進藤喜平太等） 。頭山二五歳の時である。向陽義塾では、漢学を高場らが担当し、法律と理科・英語を英人ベレー・アツキンソンらが担当し、 名声が高まり、 全国から学生が集まるに至った。さらに、高知の立志社から植木枝盛らを招き演説会を開き、九州の政界を震撼させ
た
）（（
（
。そして一二月には、
向陽社は、国会開設請願 ための「筑前共愛同衆会」を組織する。　
民権運動組織化のただ中にあっても、頭山にとって気
にかかるのは、敬慕する西郷隆盛の西南戦争後のことであった。彼はこの明治一二年一二月に、お供四名と共に薩摩行きを断行する。徒歩での無銭旅行であっ 。半月ほど鹿児島 滞在し、浄光明寺に西郷らの墓に詣で、西郷家を訪ねた。そこで西郷 遺児ら 薫育 当たっていた川口雪蓬という老人と意気投合し、書き込み ある郷の愛読書、大塩平八郎著『洗心洞剳記』を借りたり、西郷秘蔵の大塩の書を鑑賞する。明治一四年正月に、頭山は再度鹿児島を訪れ、雪蓬 に再会してい
る
）（（
（
。頭山
の西郷崇拝は以後、生涯を貫いており、福岡 民権論は西郷への思いが強く入っている。頭山がいかに西郷の人柄と思想に心酔してい かは、 『頭山言志録』の冒頭に掲げられた「 遺訓」へ 頭山 解説及び「英雄を語
る
　
西郷南洲」に如何なく示されている。ほかの同志た
ちも例外なく西郷に敬慕の念を持っていた。　『頭山満言志録』 の 「大西郷遺訓を読む」 の中で頭山は、
「南洲翁の偉いところは、口でいふばかりでなく、
苟いやし
く
も自分でいつたことは、必ず自身で実行したところにあるのぢや。常に徳を磨き、武を練り、用がなければ国に帰つて百姓をして居られた。知行合一の英雄とはこのとぢ
や
）（（
（
」と西郷を称えている。また、 「 「天を敬し人を愛
す」 、ここが南洲翁の大眼目じゃろう。世の中を渡るの道は、此の「敬愛」の二字に尽きとる」と語り、西郷が孟子の「死生の説」を説いたところに関連して、生死の見きわめが人間 一番大切な学問であり、人生の第一義であると述べた後に 人の特性は精神である を強調し、 「南洲翁の「生死 説」を読んで、大 に心の鍛錬をすることが大切ぢや」と論じてい
る
）（（
（
。
４
　
玄洋社の形成
　
頭山が西郷の郷里薩摩を訪れたころの明治一二年一二
月、大阪での自由民権結社愛国社 第三回大会から一か月後に 向陽社は名称を玄界灘にちなみ、 「玄洋社 と改め、自由民権の旗のもと、また、西郷 遺志を継ぐべく新たな船出を迎え
た
）（（
（
。
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玄洋社憲則は、第一条：皇室を敬戴
可す
べし、第二条：
本国を愛重可べし、 第三条 ： 人民の権利を固守可べ
し
）（（
（
、 で、
勤王の流れと民権の流れが合体したような憲則である。「精神は西郷先生の道義主義、日本主義と何等の変りはないのぢや」と、頭山は後日「大西郷遺訓を読む」 （ 『頭山満言志録』 ）で語っている。　
玄洋社は政治運動を中心とするが、向陽義塾の流れ
汲み、教育活動も行われた。柔道の道場 明道館」も近くにあり、 第一回文展（日展の前身）で最高賞を獲得し、有名になった画家の和田三造は、ここで柔 を学び、かつ玄洋社社員であった。彼 「南風」は、日本近代絵画史上の傑作の一つになった。初代の社長は、幼いころ近隣の平野國臣にかわいがられ、西南戦争に参加し 生き残った平岡浩太郎（ 八五一
¦一九〇六）で、頭山より
四歳ほど年上の人物であった。彼は特に藩閥政府と闘うための軍資金獲得に集中し、醤油 砂糖 取引や銅山経営に失敗した後、明治一八年以降、玄洋社社員の安川敬一郎（炭鉱経営者、男爵。五男安川第五郎は安川電機創業者）と共に炭鉱経営に挑み、成功 て高額所得者になり、玄洋社の活動を支えた。また、中国 孫文らの独立運動をも支えた。　
玄洋社のなかで自由民権運動の中心となって活動した
のは、箱田六輔（一八五〇
¦八八）で、頭山より五歳ほ
ど年配であった。彼は、明治七年の「萩の乱」で頭山らとともに捕えられ、出獄後 一一年向陽義塾塾長、明治一二年向陽社社長となる。三月に愛国社第二回大会に出席し、 「筑前共愛会」を設立、総代の一人となり、一三年一月に玄洋社社員と共に、元老院に条約改正・国会開設の請願書を提出した。彼は 玄洋社創設 際し、社長職を一時平岡 譲ったが、明治一四年に第四代社長に就任し、明治二 年の急死まで職を勤めた。　
進藤喜平太（一八五〇
¦一九二五）は、頭山の五歳年
上で、萩の乱でとらわれた経験を持つ。明治一三年に第二代社長を勤めたあと、 箱田没後に第五代社長に復帰し、以後三七年間にわたり、箱田、 、頭山ら 東京方面などで活躍しているとき、福岡にとどまって後進の育成に励んだ。衆議院議員 も選ばれている。　
玄洋社は発足後に恩師の高場らを加え一六四人の大所
帯になった。発足は福岡の本町（現福岡市中央区赤坂一丁目付近） あり、のちに福岡の西職人町（現舞鶴二丁目）に移る。　
頭山は、翌明治一三年春に再び高知を訪れ、 「民権
ばあさん」と呼ばれ、民権家の面倒を見、また、日本で最初の女性参政権論者である楠瀬喜多（一八三三
¦
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一九二〇）宅に宿泊した。この女性に見こまれ、彼女の養女の婿になってほしいと頼まれるが頭山は辞退し、故郷に帰る。頭山家には、いいなずけ 娘峰尾がいたのである。　
高知から帰郷して間もなくの五月には、進藤ら仲間五
名と初めて東京に上り、牛込 家を借りて滞在する。貧乏生活では ったが、意気軒昂な若者たちであった。七月上旬に頭山は天下 人材を物色するために、東北漫遊の旅に出た。土浦、水戸を経て、三春、福島 仙台、盛岡、青森と北上し、弘前、秋田 酒田、庄内、長岡 福井に至る長途の旅で、途中、福島では 高知で知り合った河野広中らの有志と交流
し
）（（
（
、一か月近くそこに滞在し
た。この旅は頭山の人となりが東北方面に知れ、人脈を拡大し のみか、頭山自身が広く世界を観る目を養ったのである　
ところで政府は、明治一四年四月に政治結社の結成や
政治集会開催に警察 認可を義務付る「集会条例」を制定し、結社相互の連携などを禁じて、民権運動に圧力をかけたが、
明治一四
（
一八八一
）年一〇月に、政権中枢
の大隈重信は政党内閣制と国会 即時開設 主張、開拓使官有物払下げへの反対、財政問題などで薩長勢力 衝突した。その結果、大隈は罷免され、大隈派とみられた
多数の官吏も辞職させられるという「明治一四年の変」が発生、大隈は下野して、翌年国会開設をにらんで「立憲改進党」を設立し、総理となり、一〇月に東京専門学校（のちの早稲田大学）を創設する。また、板垣退助は「自由党」を結成する。政府の実権を握った伊藤博文は、政府が先手を打って、国会開設の詔を出し、憲法作成取りかかる。これにより民権運動は反政府活動としての手段を奪われる形にな た。　
このころ、玄洋社では、平岡に代わって箱田が社長に
なり、頭山は福岡の平尾山荘 いて社員と共に農耕に従事し、箱田は養蚕業にたずさわり、平岡は鉱業を志していた。明治一五年三月に、熊本県で自由主義 奉ずる者たちが「九州改進党」 起し、箱田、頭山らが九州連合の結党大会に参加するも、頭山の強い意向で玄洋社 この党に参加せず福岡に帰るということ あっ
た
）（（
（
。頭山は
社長を年配の平岡、箱田、 藤に譲っていたが 玄洋社の重鎮として、その方向性を定めることのでき 実力者であった。箱田は熊本の 相愛社」との強い結びつきと九州改進党による九州連合を重視していた
が
）（（
（
、 「相愛社」
と対立する「紫溟会」 佐々友房との結びつきが強い頭山との路線対立は、明治二一年一月の の自死 よてしか解決しえない深刻な問題であっ
た
）（（
（
。後年頭山は箱
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田の家族を気遣い、東京で家を世話するなど、箱田家に礼節を尽くした。　
いずれにせよ、 こうして頭山のリーダーシップのもと、
玄洋社の政党との距離を置く路線が定まったのである。相互に敵対する熊本の相愛社と紫溟会との二股関係を玄洋社が続けるのは難しかった。頭山の決断は、 「玄洋社と相愛社との決裂というよりも、 自身の「尊王攘夷」主義―国権主義の原点回帰への決意を示したも 見るべきで、最後まで定まりかねていたかれの決意は、この瞬間に定まったのであ
る
）（（
（
」 。こうして玄洋社は民権論の
主張を充分理解しつつも、尊王 立場から国権 重視する立場に舵をとることになった。なお、玄洋社はそ 後も九州改進党との友好関係は保ってい
た
）（（
（
。以上のことか
ら、頭山及び玄洋社の当時の本質は 西郷隆盛の流れを汲む道義的
国ナショナリスト
権主義者
であるとともに、民権論を包含し
た国権主義者であるということができる。５
　
金玉均支援
　
明治維新に刺激を受けた韓国の開化派（独立党）の
金きん
玉ぎょくきん
均
（
K
im
 O
k-kyun 一八五一
¦九四）らは、明治一五
年二月から七月にかけてはじめて日本を訪れ、日本の文物制度を視察し、福沢諭吉や後藤象二郎など政界人 接
玄洋社社員とその関係者。前列右から末永純一郎、杉山茂丸、進藤喜平太、内田良五郎、
頭山満、福本日南、月成功太郎。後列右から児玉音松、月成勲、的野半助、内田良平、
大原義剛、古賀壮兵衛、武井忍助。（明治 38 年頃）（『頭山満翁正伝　未定稿』より）
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触し、協力を要請した。彼らは大清帝国に隷属している韓国の現状を変えて、韓国の独立を志向していたのである。八月に帰国した金は、
明治一七
（
一八八四
） 年一二月、
秘密計画に着手した。王妃
閔びんぴ
妃
の親族らを殺害し、王宮
を占拠、 国王高宗を擁 、 日本軍に王宮の警護をゆだね、新政府を樹立、 新政綱を発表し、 クーデターを敢行した。しかし閔妃の援軍要請で、駐留中の袁世凱率いる清国軍が出動し、クーデターは鎮圧される。日本の公使館は焼失、死者四〇名を出した 金玉均らは日本公使らと日本に脱出した。 「
甲こうしん
申
政変」である。
　
翌年、韓国政府は日本政府に亡命者の引き渡しを要請
したが、日本政府は国際法の慣例によりその要求を断ったものの、清国との関係悪化 心配する日本 府は、亡命した金玉均らを国外追放しようとした。二年前 韓における保守派による進歩党攻撃と日本公使館焼き討ちの反日クーデター「
壬じんご
午
軍乱」 （第一次京城事件）への
日本政府の引け 対応も重なって、急進的な民権論者大井憲太郎（一八四三
¦一九二二）らは、明治一八年に、
政府の弱腰外交に憤慨し、ひそか 金を先頭に立て韓国への武力進出による専制政府打倒と 独立党の支援を計画していたが事前にこの計画が漏れ、一一月に大勢が一斉に逮捕される「大阪事件」が起こる。一方、東京芝弁
天の一角（現芝公園）に根拠地を持つ玄洋社の方でも、金らを支援し、韓国へ義勇軍を送る計画を立てたが、頭山は や日本の同志がことを急ぐのに同意しなかっ 。代わって釜山に語学校を立てて青年 集め、金らの独立党を支援する計画を立てていた。しかしこの計画は、大阪事件の余波を受けて、実現するに至らなかっ
た
）（（
（
。対外
問題に積極的であった平岡浩太郎は、 のとき（明治一七年） 上海に人材育成のために 「東洋学館」 を設立した。　
朝鮮半島をまじかに控え、昔から韓国人との交流が密
な土地柄の福岡 拠点を持ち、征韓論を唱えた西郷隆盛の遺志を継ごうとする玄洋社にあっては 韓国のことは他人ごとではなかった。伊藤・井上の軟弱外交を憤慨・攻撃していた東京の若い玄洋社社員らの促しを受けて、頭山は上京を受け入れ、途中の神戸ではじめて頭山は金玉均と会見 た。頭山 当時を振り返ってこう述べている。　「俺が初めて金玉均と神戸で落合つたのは三〇歳の時で、彼は三つ四つ上ぢやつたが、話してゐる
中うち
に彼が非
常な才物であるといふことゝ野放図（横着）な所もあるが珍らしい豪の者であるといふことを見抜い
た
）（（
（
」 と述べ、
持ち合わせの旅費五百円を彼にすべ あげてしまったこと、いったん福岡に戻って再び上京した ころ、血気盛
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りの者たちがなにか行動を起こさんと構えていたこと、しかし、大井憲太郎のこともあり、金玉均を含めて事を急がないように諭して、福岡へ帰り、軍資金の調達を始めたことを語っている。　
そのうち、韓国政府はひそかに刺客を日本に送って金
らをねらうに至った。日本政府は金らの存在を迷惑に思い、遠い小笠原諸島に島流しにした。玄洋社社員の来島恒喜や的野半助らは、以前から小笠原諸島 開拓事業に取り組んでいたこともあり、小笠原諸島に渡り、金らはげまし、他日の決起を約した。そ 後、金は北海道に移され、のちに拘束 解かれて 明治二四年に七年ぶりに東京に戻った。彼は東京で朝鮮の青年を集めて祖国の独立運動を始め、これを頭山や犬養毅らが支援し たが、韓国政府の放 刺客にだまされて上海行きを決意した。頭山が金 強く慰留したが聞き入れず、頭山に大阪での見送りを依頼し、明治二七年三月に神戸港から上海行きの汽船に乗り、上海に渡航 、上海のホテルで暗殺され、金玉均の遺体は清国の官憲によって韓国に送られ、そこ 残忍極ま ない処置を受けた。　
金玉均に対する頭山の庇護は、金の韓国独立への熱い
心情への強い同感と、弱い立場 者を哀れみ 強い者をくじこうとする心 （任侠 心） から生じたものであろう。
この事件をきっかけに、頭山と玄洋社は、孫文をはじめとする東洋諸国の独立を志す志士への支援を活発化させていく。いわゆる大アジア主義 （孫文） への傾斜である。　
このような動乱のさなかにあって、三〇歳の頭山は故
郷の頭山の実家において、明治一八年、一五歳年下 峰尾夫人と正式に結婚する。自然豊 な里にあってひとまず身を固め、ほっ した日々が戻った瞬間であった。
　
６
　
条約改正問題への関与
　
幕末に結んだ「不平等条約改正問題」は、明治維新後
に真の独立国家たりうるための新興国日本の最重要課題であった。この条約は先進欧米諸国 日本国内における領事裁判権を認め、日本側が関税自主権を持 な 屈辱的な条約であった。改正は、
明治四
（
一八七一
）年の岩
倉使節団で挫折し、使節団は近代国家としての整備を優先することによってのみ条約改正が可能であること 痛感し、法の整備と「富国強兵」 「殖産興業」に向け、国内整備を最優先させる方針をとった。そのために、西郷隆盛や板垣退助らの征韓論派を退ける結果にもなった。　
条約改正問題の解決を急ぐ政府は、井上馨外相時代
に、治外法権撤廃 めざした。関税自主権の一部回復を目指すもので、これが実現した場合の条件として、 「
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本の土地の外国人への開放」 「外国人裁判官の過半数任用」 「欧米同様の法典 編纂 が挙げられていた。
明治
一九
（
一八八六
）年五月に新通商条約と修好条約の成案
が諸外国との間でほぼ合意に至った所で、フランス人法学者で内閣顧問を務めていたボアソナードや政府の要人から強い反対論が出るとともに、自由民権運動家や国権主義者 の憤激をかって反対運動が巻き起こ 。在野の玄洋社もその運動に加わ 。井上馨（一八三五
¦
一九一五）は萩藩出身で、当初は尊王攘夷派青年藩士の中心人物であったが、幕末の伊藤博文らとの海外旅行中に開国論者に転じ、維新後に政府内で一連 開化政策を推進し大きな権力を得る。伊藤首相
明治一六
（
一八八三
）年に鹿鳴館を開き、ここに内外の高官を招
いての舞踏会や宴会を演出し、日本が文明国であ こを印象ずけようと諮ったが、これもうわべだけ 西洋化であるとして、批判を招いた。東北農民が不況 困窮している時であり、明治一五（一八八二）年一一月には福島県の新県令三島
通みちつね
庸
の性急かつ強硬な道路建設など
の施策に抗議す 、困窮農民や河野広中ら民 派と警察官の衝突事件「福島事件」も生じていた。その翌年に、東京では、日比谷 鹿鳴館で日夜華 かな舞踏会が行われたのである。井上は明治一九年 条約改正案への内外
の反対に遭って明治二〇年九月に外相を辞したが、間もなく農商務大臣に復活し、福岡県の工業地帯を視察するということがあった。この時、井上の欧化政策に憤慨する玄洋社の来島恒喜は、自分たちの郷土 土をけがさめるこ に忍びずとして、井上殺害の覚悟を固めた。しかし、頭山の、いまはその時ではないという言葉 よって、 その行為を翻意し
た
）（（
（
。しかるに、
明治二一
（
一八八八
）
年二月に伊藤内閣 外相となった 隈重信は、黒田内閣で条約改正を任せられ、諸外国 秘密裏に慎重に交渉を続けていたが その 容を「ロンドンタイムス」にすっぱ抜かれ、
陸くがかつなん
羯南
らの新聞『日本』に条約案が連載され
ると、改正案は、英語 もって裁判用語 することや欧米人を判事になすことなど、井上案 近いものであったので、再び反論が沸騰した。大隈の改進党は大隈案を支持し賛成のキャンペーンを張った に対し 旧自由党、国粋派、玄洋社、紫溟会などは ぞって反対した。民権論者の中江兆民も新聞論説で、大臣が人民の意志を無視して条約を批准することは 死をもっても償われないと論じ
た
）（（
（
。条約改正中止のさまざまな建白書が各地から出
される中で、玄洋社の頭山は 紫溟会の佐々友房ら 伴い松方正義内相や伊藤博文を訪問して 諭す ごとく、叱るごとく説いたので、同伴の佐々は堪えることができ
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ない状態であっ
た
）（（
（
。さらに頭山は、農商務省を辞任した
谷
干たてき
城
や三浦
梧ごろう
楼
、杉浦重剛らと結んで「日本倶楽部」
という非政社団体を組織し、 条約反対の中心機関とした。また、貴族団体の七人組の副島種臣、西村茂樹らが九月に大隈を官邸に訪ねて詰問することなどがあったが、大隈はその意志を曲げることはなかった。あらゆる言論の手を尽くしたが 大隈の意志が変わらないと判断され折から、頭山 下に大井憲太郎の所に爆弾があるという情報が届いた。かつて来島の井上馨殺害 止め 経過があり、かつ来島が独身であることを考慮して、頭山は来島を博多から呼び寄せた。来島は覚悟を決めて、当時使用していた 養子先の的野姓を旧姓の来島姓に復し 玄洋社に脱会届を出した上で上京、明治二二年一〇月一八日、霞が関外務省正門付近で待機した。午後四時五分、内閣を退出した大隈外相の馬車が官邸に入る寸前で、来島は爆弾を車体 向かって投げ けると、爆弾は轟音ともに爆発した。大隈が倒れた瞬間を目撃すると、はわがこと終れりと、その場を去り、門外に出て 北方の皇居を仰いで三拝九拝したのち、持参 短刀で自害した。来島三〇歳の時であ
る
）（（
（
。その結果、黒田内閣は条
約改正を取りやめ、大臣たちは辞表を提出し 内閣が総辞職し、一二月に山県内閣が成立した。大隈は幸い命に
別状はなかったが、右足切断の重傷を負い、外務大臣を辞職した。その後、不平等条約の解消は日本が明治二七年に日清戦争に勝利する時まで待たねばならなかった。　
ところで来島は、福岡藩士の次男で頭山より四歳年下
で、頭山らと共に興志塾で高場乱の薫陶を受けた。大久保利通の暗殺の第一報を頭山に告げた は彼であっ東京に出て、仲間 行商をしたり、谷中 明治維新 功績者の一人山岡鉄舟 全生庵で禅の修行をしたことがる。金玉均を励ましに遠く小笠原諸島に赴いたこともある。また、高知出身の民権思想家中江篤介（中江兆民）が主宰する仏学塾で学び 視野を広
め
）（（
（
、 金玉均を援助し、
韓国の改革派を支援すべく、義勇軍派遣計画や、韓国へでの語学学校設立を計画したりした。　
頭山を含め多くの玄洋社社員が捕えられたが、最終的
に罪に問われた者はなく、一一月一日には、福岡の崇福寺で来島の葬儀が営まれ、千人以上の参加者があった。頭山は「天下
諤がくがく
々
は、君が一撃に若かず」 （世間のさ
まざまな直言・議論は、君がなした一撃に及ばず）という弔辞を述べた。来島はねんごろに弔われ 頭山の書による大きな墓碑が建てられた。東京の谷中の墓地 も、頭山の雄渾な筆遣いの墓碑銘の墓碑が建てられている。谷中全生庵での、大正一〇年一〇月一八日 三十三回忌
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は施主頭山の下で盛大に行われた。病床にあった大隈からは金一百円の香料が届けられた。翌一九日には、頭山の代理が大隈邸を訪ね、 その厚意を謝し
た
）（（
（
。 「悪を憎んで、
人を憎まず」の格言を体現した行為であっ　
この事件は玄洋社にとって大きな出来事であり、 『玄
洋社社史』において「条約改正」部分は一四九頁も費やされており、頭山にとっても、生涯の中で きな出来事であった。道義的国権論者の頭山にとって、先進大国が日本を含む後進アジア諸国を見下げ あえて不平等な条約を押し付け、植民地扱いするの 許せないこと あったし、 の指導者が自国の尊厳 冒し、卑下し 屈辱的欧化政策をとるのは、また許せないことであった。７
　
選挙干渉への関与
　
明治二二
（
一八八九
）年に大日本帝国憲法が発布さ
れ、翌二三年には、第一回衆議院選挙法が施行され、山県有朋総理大臣の下、七月一 に初めての総選挙が行われた。有権者は、国税一五円を収めることのできる男子で、四千万人の人口の内、約四六万人、国民 一 ・ 一％で、三〇〇人の衆議員が生まれた。頭山は玄洋社社員から盛んに立候補を進められたが これに応じることはなく、結局玄洋社では三名が当選した。そして 第一回帝
国議会が開かれた。政治の舞台がいよいよ議会に移ったのである。政府与党（吏党）は玄洋社員を含む一一九名、 立憲自由党や立憲改進党などの反政府側（民党）は、一七一名で、民党の大勝利となり、政府は多難な国会運営に直面し 。一一月に開会した第一議会では、 山県の、予算の三割以上を軍備拡張に当てる方針に対し、民党側はこれに強く反対 、民力を休ませ、地租を軽減することを主張し対立した。政府は農相陸奥宗光による民党の切り崩しによって、植木枝盛ら土佐派二九名が脱党して予算案がからくも成 議会閉 後の五月に山県は辞職し、伊藤内閣以来の蔵相で薩摩出身の松方正義首相となり、内相となった品川弥二郎と組んで明治 四年一一月に開催された第二議会で、海軍軍備費及び製鋼所建設費を含む国防費の大幅拡充 積極予算 提案したが、過半数を占める民党から国防費の大幅削減の修正案提出され、これ 政府が拒否し 結果、大荒れとなり一二月に内閣は解散に追い込まれた。　
第二回総選挙は
明治二五
（
一八九二
）年二月一五日と
決められた。ここにおいて松方内閣は 野党「民党」力をそぐべく、 政府及び 「吏党」 が警察力を駆使して 「民党」に対して露骨な選挙干渉を行った。特に板垣退助の高知県と大隈重信の佐賀県が最も干渉 受けた。いわゆ
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る「選挙大干渉」で、憲政史上の汚点といわれる。特に福岡県では、玄洋社は安場知事と組んで猛烈な選挙活動を行い、頭山 資金を援助し、 「民党」と暗闘した。この時「吏党」の先頭に立つ頭山は「民党」から命を狙れたという。この運動の結果、福岡県では吏党が九議席中八議席を獲得す と言う健闘 した。しかし全国的にみると、政府側は勝利することができず、かえって選挙干渉への非難の声が政府内部からも高まり 松方内閣は、政府問責決 案の可決を受け、松方は引責辞任 てしまった。　
その後、再起をはかる松方、品川、佐々友房らは、西
郷従道を会長とする「国民協会」 作り しきり 頭山の参加を促 たが 松方・品川 弱腰に失望するなど、政界に愛想をつかした頭山は、以後、政治活動から身を引いた。　
なお、帝国議会開設が三年後に迫っていた明治二〇年
八月に、 福岡に頭山が社長の 「
福ふくりょう
陵
新聞」 （後に 「九州日報」
と改名され さら その後「福岡日日新聞」と合併し、今日の「西日本新聞」となる）が、福岡市本町 旧向陽社の建物を改造して創刊された。頭山にとってこれが生涯唯一の肩書となった。 「頭山に（新聞を）出せるなら、お日様が西から出る」と言われたが、一度決心 ら不
可能を可能とする頭山の意気込みで、頭山は創刊にこぎつけた。この新聞は、対内的には藩閥打倒を目的にしていたが、対外的には、主として国権拡張の大目的を持ってい
た
）（（
（
。すなわち、軍備を拡張して、列強諸国に当たら
なければ、日本は対等 列強と渡り合えない、と頭山は考えていた。当時福岡には、すでに九州改進党系の「福岡日日新聞」があり、 民権伸長の論陣を張ってい
た
）（（
（
ので、
国権派とし 、民権派のライバル的 なった。主筆には、慶應義塾出身で福沢諭吉主宰の「時事新報」で健筆を振っていた川村淳を抜擢しての創刊であった。は、新聞を創刊し社長となったが、編集は主筆にまかせきりであったという。この新聞は総選挙 際 国権派支持のキャンペーンを張り、福岡における国権派勝利 力になった。　
ところで、なぜ頭山は、民権派を裏切るような形で、
国権論の新聞を創り 選挙で政府側につく行動をとったのであろうか。頭山は後にこう回想している。　「明治二四年前後の軍備拡張案には、天下の民論ことごとく反対なる時、俺は当時極東の形成から見て、拡張はやむを得ざることと思って、天下の興論に反対 て拡張案の遂行を期したのじゃ。当時我が国 軍艦 わずかに四十五万トンにすぎず、支那の三分の一にもない位
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じゃっ
た
）（（
（
。 」として軍艦の大量補強を主張し、この目的
には眼中に藩閥、 民党、 吏党という区別はなかったと語っている。頭山は、福岡支藩秋月藩士の子で、自由民権論者であった香月恕経代議士に依頼し、くりかえし議会で熱心な政府原案賛成論を行ってもらった結果、軍備拡張案が議会を通過したいきさつを語っている。　
頭山の孫にあたる頭山
統もとかず
一
は、このときの頭山を巡る
情勢を分析し、 「第二議会で民力休養を主張し、海軍軍備拡張予算 に反対した「民権派」を 平和 義非戦論者とし、海軍軍備拡張を主張し 政府や玄洋社を主戦論侵略主義者とする定義はなんの根拠もないものである。清国にたい 終始主戦論をリードしたのは「 権派」であり、政府は清国 の戦争に自信 持ちえない故 海軍軍備の充実を主張した いうの 事実といえよう。主戦論者たる民党がその論理的一貫性を忘れて、党利党略を国家の安危に優先させ からこそ玄洋社は民党 対決し、国家独立の条件ともいうべき海軍軍備拡張を主張して政府を督励し だけのことであ
る
）（（
（
」と評している。
　
民権論者とは立場が違ってはいたが、 福沢諭吉もまた、
「壬午の乱」の際に「時事新報」社説で「政略を施行するに最第一の要は兵力にあること、特 弁明を待たず」と強硬論を述べてい
る
）（（
（
。
　
また他所で、金玉均のクーデターがつぶされた背後に
清国があることが明らかになると（それ前後の清国の韓国を属国扱いし、日本を軽視する行動もあり） 、自由党急進派は朝鮮改革運動を発想し、 「大阪事件」に至り、当時、民権論者の主戦論に当惑していたのは政府の側であったことを、頭山統一は指摘し、清国では、李鴻章が中心になって海軍軍備 充実に専心し、明治一九年に清国北洋艦隊が東京と長崎で示威航海し、長崎で清国水兵による暴行事件が発生したこと、清国の誇る定遠、鎮遠の二隻の新造戦艦 当時世界に対抗す もの ない最新の攻撃力を備えており、さらに李鴻章は南洋艦隊の拡充を意図していた状態を描いてい
る
）（（
（
。
　
さらに、彼は、民権派にとって、選挙干渉後の頭山は
許しがたい不倶戴天の敵であるはずなの その後、民権派の大井憲太郎、星亨、中江兆民らと頭山との交流が継続し、 中江に至っては頭山と交流を深めた事実を語り選挙干渉で それぞれ 立場を互いに理解しあってい点を指摘してい
る
）（（
（
。
　
頭山は民権論への理解は選挙干渉事件でも失せること
はなかったと思われる。 「民権結社としてスタートした玄洋社は、やがて国権主義へと大きく旋回 いった。玄洋社をそこへ導いた人物こそ頭山満であ た（中略）
国士舘史研究年報 2011　楓
242
ここに至って、頭山は「自由民権運動の志士」から脱却し、 「国士」という顔を持つことになったのである。さらに頭山は 「国士」 の称号に加え、 新たに 「アジア主義者」と呼ばれるよう なる。この時期から 玄洋社は政治結社としてまとまった動きを見せることはない。組織としては次第に、同郷人のサロン的な集まりになってい
く
）（（
（
」 。
実際は、対外問題に関しては、玄洋社は活発に行動したのであるが。８
　
中江兆民との親交
　『頭山満正伝』の「年譜」によると、選挙干渉事件後の明治二五
（
一八九二
）年、 頭山三九歳のときに、 「東京 ・
芝桜川町に一家を構ふ」とある。壮年期の頭山がいよいよ中央に乗り出した。明治二〇年に長女立子が 二四年には長男立助が生まれている。ただ 峰尾夫人が一家を挙げて上京し牛込納戸町に住むようになったのは、
明治
三一
（
一八九八
）年、頭山四三歳の時である。明治二三
年には実父が亡くなり、翌年に恩師の高場乱が亡くなった。頭山が芝桜川に移った年の一 月に自由党大会が開かれ、 「板垣海防充実を主張 翁の主張に接近」と年譜に記されている。　
高知城下出身の、 「東洋のルソー」と呼ばれ、民権運
動の理論的指導者であった中江兆民（篤介） （一八四七
¦一九〇一）は、頭山より八歳ほど年長であった。彼
は、岩倉使節団に随行し、フランスに留学。帰国後、仏学院を開き後輩を指導し、 また、 ルソーの『社会契約論』（民約訳解）を翻訳、各種新聞の主幹として健筆を振った。国権論者の色を濃くした頭山とは一時立場を異にしたが、頭山と終生、交流した。　
明治一七
（
一八八四
）年の夏、玄洋社の平岡浩太郎ら
が上海の租界に、 アジアの衰運を挽回すべく「東洋学館」を立ち上げ とき、行動を共にした七名の中に中江がいた。また、金玉均支援では、金 クーデター失敗後の明治一八年に、玄洋社 釜山に語学学校「善隣館」を立てて青年を集め、 金ら 独立党を支援する計画を立て 時、この設立趣意書を書いた は、中江であった。　
中江は、 好評を博した 『一年有半』 （博文館、 一九〇一年）
の中で、 「頭山満君、大人長者の風あり かつ今の世、古の武士道を存して全き者は
独ひと
り君あるのみ、君言は
ずして
而しか
して知れり、けだし機智を
朴ぼくじつ
実
に寓する者とい
ふべ
し
）（（
（
」と褒めたたえている。
　
頭山自身、 『頭山満言志録』の中でこう記している。
　「中江は狂態を装ふて居たが、実に天真爛漫なものであつた。病気をして居ると言ふから、日下部正一といふ
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友人と一所に見舞いに行つた。 （中略） 「もし障る様であれば面会せずに帰らうが、差支へなかつたら会つて行き度ひ」と云つた。すると、奥さんが出て来て、 「病に障る
処どころ
ではない、病人が毎日々々逢はせてくれと云つて、
黒板にあなたの名前を書いて居ます。
如どう
何
か逢つてやつ
て下さい」と云ふ。上 て
枕ちんとう
頭
に座つたが処が、
悦よろ
んで
から、俺の手をガツシリ摑んで涙を流して嬉しがった。然しか
し病気で声が出ない。物が言へなかつたものだから、
中江は側にあつた黒板に、白墨を取つて、 「伊藤、山県駄目、後ノ事タノム」と書い 。それから俺が、 「ウム、ウム」と云つて首を二度うなづ て見せたら、 （中略）ニツコリ笑つた。其日から一日か二日して死 だ 初めて知つたのは、今から二三十年も前ぢやつたろう。大阪で、有志大会と云ふのがあつた。其席で、 「私は中江と云ひます」と云つて 名乗つて来た。それ ら三日続きに俺の大阪の宿に、 「ビール下さい。私は
外ほか
の奴の処に
は行きませぬが、貴方の処ぢやから来ます」と云つて来た。其度ビールを半ダースづゝ飲んで帰つ 何時も貧乏で居たが、実に天真を流露して居
た
）（（
（
」 。
　
二人は主義主張の違いを超えた付き合いがあったの
ある。主義よりも人柄を重視 る頭山 生き方がここはからずも示されている。中江は『一年有半』出版 ま
もなく
明治三四
（
一九〇一
）年一二月、食道ガンでなく
なる。五五歳であった。　
なお、頭山は、アナキストと言われる大杉栄とその妻
伊藤野枝と 親交があった。大正九年九月の関東大震災の直後の九月二〇日に拘留中の大杉と野枝とその子らが憲兵によって殺害されると、福岡の野枝の叔父の
代だい
準じゅんすけ
介
（一八六八
¦一九四六）は、国士舘に頭山を頼って
訪問した。代準介は遠縁にあた 頭山を人生の師と仰いでおり、実の娘のように思っていた野枝を大杉家に訪ねる際に、よく頭山を訪ねていた。この時に関し彼は「予が頭山訪問の事夕刊記事となり、 予と先生の続柄等 為、身辺の保護特に厚 、亦、滞京中各新聞社が順番に自動車を供競せ
り
）（（
（
」と語っている。
　　　　　　　　　
（続）
＊本稿は、 紙面の都合 より二回に分けて 連載 し 。　
続編は本誌第四号に掲載予定である。
　
註
（１）
頭山満『頭山満言志録』 （書肆心水、二〇〇六年）二
　　
六二頁。
（２）
頭山満翁正伝編纂委員会（西尾陽太郎解説） 『頭山
　　
満翁正伝
　
未定稿』 （葦書房、一九八一年）一九頁。
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（３）
同前二〇頁。
（４）
同前。
（５）
柴田德次郎編『頭山翁清話』 （大民社出版部、一九
　　
四〇年）二五四頁。
（６）
前掲註（２）二四頁。
（７）
前掲註（５）二 六頁。
（８）
同前二六四頁。
（９）
前掲註（１）二九七頁。
（
10）読売新聞西部本社編『頭山満と玄洋社』 （海鳥社、二
　　
〇〇一年）二二頁。
（
11）前掲註（１）三一二頁。
（
12）前掲註（
10） 。
（
13）玄洋社史編集委員会（原田勝正解説） 『玄洋社社史』
　　
（近代史料出版会、一九七七年）一五七頁、一部現
　　
代かなづかいに改めた。
（
14）藤本尚則『巨人頭山満』 （雪華社、一九六七年 三一
　　
～三二頁。
（
15）同前三八頁。
（
16）前掲註（１）三〇三～三〇五頁。
（
17）同前三〇三頁。
（
18）同前三〇四頁、一部現
（
19）前掲註（５）二七七頁。
（
20）前掲註（
14）三八頁。
（
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（
22）前掲註（
13）一〇四～一〇六
（
23）前掲註（２）五一頁。
（
24）同前五二頁。
（
25）前掲註（
13）一一二～一 三頁。
（
26）井川聡・小林寛 『人ありて
　
頭山満と玄洋社』 （海鳥
　　
社、二〇〇六年）一七頁。
（
27）同前二五頁、浦辺登『霊園から見た近代日本』弦書
　　
房、二〇一一年） 二頁。
（
28）前掲註（２）七〇～七一頁。
（
29）前掲註（
14）一二頁。
（
30）前掲註（１）六九頁。
（
31）前掲註（１）一六九頁
（
32）石瀧豊美 『玄洋社
　
封印された実像』 （海鳥社、二〇
　　
一〇年）一二九頁にしたがい前掲『玄洋社社史』の
　　
明治一四年説ではなく、 二年説を採用。
（
33）前掲註（２）七三頁。
（
34）前掲註（
14）一二二頁他。
（
35）前掲註（
13）二二八頁。
（
36）頭山統一 『筑前玄洋社』 （葦書房、一九七七年 二
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四～一二六頁。
（
37）同前一三〇頁。
（
38）前掲註（２）四一一頁、西尾陽太郎の解説。
（
39）前掲註（
32）一五八頁。
（
40）葦津珍彦 『大アジア主義と頭山満』 （葦津事務所、二
　　
〇〇五年）五三頁。
（
41）前掲註（２）一一八頁。
（
42）同前一五 頁。
（
43）前掲註（
40）四一頁。
（
44）前掲註（２）一五九頁。
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45）同前一七五頁。
（
46）前掲註（
26）八二頁。
（
47）前掲註（
14）一九九～二〇〇頁。
（
48）同前一四三頁。
（
49）前掲註（
26）九一頁。
（
50）前掲註（
14）二三九～二四〇頁。
（
51）前掲註（
36）一六一頁。
（
52）前掲註（
26）一三二頁。
（
53）前掲註（
36）一五九頁。
（
54）同前一六六～一六九頁。
（
55）前掲註（
26）一三〇頁。
（
56）中江兆民 『 年有半・続一年有半』 （岩波書店、一九
　　
九五年）八九頁。
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